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1 は じ め に

安定的にTDN(可消化養分総量)収量を確保できる粗

飼料とし■, トウモ●コンサイレージの利用が盛んに行わ

れている。乳牛では多給による乳量増加の効果と,その多

給由来のミネラル, ビタミンA不足からくる繁殖面への悪

影響と粗繊維不足からくる第 4胃変異等の疾病の発生が指

摘されている。

一方,日本短角種飼養地帯でもトウモロコシサイレージ

の利用が見られるようになってきており,そ のサイレージ

給与実態調査と,日本短角種繁殖牛に対する多給の影響を

報告する。

2 調査及び試験方法

に)実態調査
1)調査農家:日本短角種繁殖牛飼養農家でサイレー

ジ給与農家。岩泉町 5戸 ,玉山村 5戸。

2)調査時期 :1988年 2月。

12)ト ウモロコシサイレージ多給試験

1)供試牛:試験区,日本短角種繁殖牛 7頭 ,平均産

次34産。対照区,同 5頭 ,平均産次62産。

2)飼養管理:試験区,ベ ン飼養で昼 5時間パドック

運動をさせた。飼料給与量は妊娠中期 トウモロコンサイレ
ー

ジ30″ (原物)。 妊娠末期同35″ ,濃厚飼料 1″。授乳期

同35″ ,同 2″。対照区,ルースパーン飼養でグラスサイ

レージ自由採食,乾草 2～ 3″ ,濃厚飼料151夕 の飼料給

与である。

3)測定項目:体重,採食量 ,乳量,血液性状 ,尿性

状,発情再帰日机

3 結果及び考察

(D 実態調査

1)サ イレージからの養分充足率は岩泉町で高く,玉

山村で低かった。岩泉町の妊娠末期牛体重680″の養分要

求量 (TDN5 0″ )に対して トウモロコンサイレージだ

けで充足率98%を満たすには,原物で約32″ の給与量とな

るが,実際はグラスサイレージとの併用が多い(表 1,2,3)。

2)ト ウモロコンサイレージは,岩泉町で黄熟 ,玉山

村で乳熟期のものであり,その違いから,TDN含量は岩

泉町1510%,玉山村1204%で あった (表 2)。

3)給与粗n・l料のカロテン含量は飼料成分表より低い

が,乾草やグラスサイレージの組合せ給与では,ほぼ満た

されている。岩泉町のカロテン摂取量は, トウモロコンサ

イレージ375″ (乾物25%),乾 草 1確 のような トウモロ

コンサイレージ主体の給与例で最小となり,不足していた

(表 4,5)。

4)繁殖状況は,岩泉町の分娩間隔が1255か月,玉

山村1210か月であり,日本短角種繁殖牛としては岩泉町

がやや悪かった。(表 6)。

5)体高は両地区とも約133mであったが ,胸囲は岩

泉町が玉山村より大きく,胸囲体高比も標準より大きい。

岩泉町はやや太り気味であり (表 3),こ のことが分娩間

隔に影響していると考えられた。

表 1 サイレージからの養分充足率 (%)

3)調査内容:経営概況,飼料給与,繁殖状況 ,体高,   2)ト ウモロコンサイレージ多給試験
1)体重は試験区の分娩前増加が約90り ,対照区が約胸囲。

4)飼料分析:TDNは近赤外分析により測定した。  40″となった。 トウモロコンサイレージは平均DM(乾物)

またカロテンはビタミン実験法
"の
プロビタミンAの定量  250%,DM当 り'「DN69 5%と TDN含量が高かった。

このためTDN摂取量は分娩前132%,分娩後98%と なり,法により測定した。

地区 区分 授 予L牛 妊娠末期牛 そ の 他

岩泉

DM
TDN
DCP

662± 77
625± 41
855± 125

870± 78
988± 123
132 9+20 1

1062
1262

玉 山

DM
TDN
DCP

25 6」 L17 8
253± 160
267+195

36 4ニヒ21 1

410± 225
534± 306

597± 207

計

DM
TDN
DCP

34 6± 238
336± 215
398± 312

5, 3T30 4
671± 344
893± 478

1072± 429
1509± 457

注 各牛の養分要求量に対するサイレージからの養分
充足率
平均士標準偏差

多
' 
コーンサイレージ原物中成分 (%)表 2 コーンサイレージ原物中成分

注 平均土標準偏差
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lo1 8± 34

1361± 2'

1341± 46
131`± 43
1042■ 67

214'土 ,1
211e■ 102
2007± 57

2の 8士

'2

5840± 3,

647'■ 64

66,6± 34

表3 体尺値

表 4 全カロテン含量

注 体重650の 妊娠末期牛のビタミンA要求量 64350
lUに対する充足率。β―カロテン 1ワービタミンA
4001U。 岩泉の摂取量が最大と最小での分娩間隔は
それぞれ124, 126か 月。

表 6 平均分娩間隔

表7 分娩後の発情再帰日数

7頭
837± 214B日
54～ 128日

注 80年の調査は山田和明ら。
異文字間にPく 001で有意差あり。

図2 トウモロコンサイレージ多給の日本
短角種繁殖牛血しょうカロテン含量

試験開始時に比べ終了時 (人牧時)体重が上回ったが (図
1),試験区は成長期に伴う体重増加で,(体重/体高比

で,開始時40か ら終了時42)過肥とは考えられない。
2)乳量は当場慣行のグラスサイレージと乾草と濃厚
飼料給与の牛nに比べ,試験区が舎飼期で 1～ 2″多く108

±14カタであり,放牧期は両者に大差なかった。哺乳子牛

の発育は,生後から入牧までのDG(日 増体重)で ,雄子
牛は試験区101■ 0061夕 (n‐ 3).同期一般牛073± 010

″G=6)と なり1%水準で有意差が認められた。雌子牛
についても試験区090±006● (n-4),一般牛065±
019″ (n-8)で 5%水準で有意差が認められた。
3)分娩後の発情再帰日数は一般的な日本短角種繁殖
牛の572日 3)に比べ837日 と有意に遅れた。 トウモロコン
サイレージ単一給与によるカロテン不足等が影響している

と考えられる (表 7)。

4)血 しょうカロテンは,試験区で低く,特にサイレー
ジ飼養の末期 (4～ 5月 )に低かった。この時期の日本短

角種の飼養ステージは,ほとんど授乳期に当るためトウモ

ロコシサイレージのようにカロテン含量の低い粗飼料単一

給与では不足することが認められる。一方血中のMg,無機

P,Ca,全 蛋白は正常値内で推移し、尿性状も正常であっ

た (図 2)。
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注 オーチャード乾草の成分表は ,
グラスサイレージの成分表は ,

表5 カロテン摂取量 (1頭当り )

区  分 摂取量 婢辟
妊
充 考備

岩泉

平均

最大

最小

3971

107'

6″ % 最大摂取量の給与量
:グラスサイレージ18り
(DM 43%),乾 草 2た,,
フスマ 1り

最少摂取量の給与例
:ト ウモロコシサイレー

ジ375″ (DM25%),
乾草 1″

玉山

平均

最大

最小

208 3

409 8

136 5

130

255

85

50頭
572± 18体日
24～ 106 日

図l TDN水準と体重推移 (試験区 )
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